
令和７年度（２０２５年度）地域医療構想の推進に関する意向調査結果概要

本結果概要は、令和７年（２０２５年）１０月に実施した、一般病床・療養病床を有している医療機関を対
象に行った意向調査の結果をまとめたものです。

令和８年１月２９日

北海道倶知安保健所
北海道岩内保健所
小樽市保健所
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１　基本情報
〈対象施設数等〉
施設種別 対象施設数（件） 回答数（件） 回答率（％）
病院 15 15 100
診療所 18 18 100

合計 33 33 100.0

〈許可病床数〉 単位：床

施設種別 一般 療養 精神 結核 感染 計
病院 1,591 675 120 4 4 2,394
診療所 228 28 0 0 0 256

合計 1,819 703 120 4 4 2,650

〈改築予定の医療機関〉
建築年 築後年数 改築予定時期

S48 52 未定
S54 46 未定

R9頃
H10 27 R30頃

２　病床機能報告制度について
（１）平成２８年度からの報告内容【許可病床数】 単位：床

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計
H28 102 1,487 281 1,296 206 3,372
R6 102 1,066 494 913 119 2,694
R7 102 1,040 482 911 81 2,616

（２）令和７年度の報告内容（病棟単位）について、「許可病床数」と「最大使用病床数」を記載
単位：床

R7年度報告 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計
許可病床数 102 1,040 482 911 81 2,616
最大使用病床 100 997 480 898 - 2,475

（３）令和８年（2026年）における医療機能別の病床数（予定）
単位：床

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合計
R8（２０２６年度） 102 991 489 903 81 2,566
（参考）必要病床数 164 638 856 1,264 － 2,922

年度
許可病床数

年度
許可病床数

病院名
医療法人社団心優会　野口病院
医療法人社団太田整形外科医院
仲眼科
小嶋内科
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（４）－１　病床の転換及び廃止を考えている医療機関
基金活用意向

（４）－２　病床を過剰な医療機能に転換しようと考えている医療機関
医療機関名 転換内容 理由

（４）－３　非稼働病床をもつ医療機関の理由と運用の見直し
非稼働の理由 休床数

看護師不足 19
その他 6
その他 19
その他 17

３　２０２５年における担うべき役割（自由記載による回答一覧）
医療機関名

小樽市立病院

大橋内科胃腸科クリニック 不採算
診療報酬が低く現状では人件費の確保
等が出来ない

6

今後担うべき役割

災害拠点病院として幅広い救急医療を担い、現在の高度急性期機
能及び急性期機能を推進。
小児・災害・精神などの不採算・特殊部門に関わる医療の提供や高
度・先進医療。
地域がん診療連携拠点病院として、専門的ながん医療の提供、がん
診療の連携協力体制の整備及び患者への相談支援等。
新興感染症の拡大時には積極的な病床確保、入院患者の受入、ワク
チン接種等の中核的役割。
地域包括ケアシステムにおける「専門的診療を行う基幹的な病院」と
しての役割。
地域医療支援病院として地域医療構想等を踏まえ、機能分化及び連
携強化を推進する役割。

地域周産期母子医療センターとしての機能の充実を図り、循環器科
等専門性の高い医療の提供を維持し、診断・治療・リハビリテーションま
でを一環して行うほか、地域包括病棟を活用した回復期医療の提供、
在宅医療後方支援を整備する。

北海道社会事業協会
小樽病院

岩内大浜医院 看護師不足
廃止。令和7年9月30日をもって入院病
棟を閉鎖

19

廃止。赤字。
小林整形外科医院

医療機関名

松島内科
島牧診療所

北内科クリニック

廃止
稼働体制が整わないため
廃止

今後の運用見通し

北海道社会事業協会
余市病院

地域における人口動態に応じた病床数の見直し、及
び療養環境の向上を目的とした病床数の見直し
170床⇒159床（R7.7.1付）
159床⇒140床（R7.10.1付）

内容

廃止の予定
急性期19床を廃止

令和7年9月、急性期病床10床廃止。急性期病床31床
の廃止を検討中（令和7年度中に廃止予定）

医療機関名

小林整形外科医院
岩内大浜医院

北海道社会事業協会
小樽病院

なし
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ニセコ羊蹄広域
倶知安厚生病院

●地域住民に安全で安心な医療を提供する
　羊蹄山麓７ヵ町村の基幹病院として地域医療を提供
　地域センター病院として医師派遣等の地域医療支援を推進
　地域の医療機関・介護施設からの入院患者受入
●救急・産科医療の維持
　地域唯一の二次救急医療機関として24時間365日体制維持
　後志管内（小樽除）唯一の分娩施設を維持し妊産婦への安心を提供
●災害や感染症の対応
災害拠点病院、原子力災害医療協力機関、第二種感染症指定医療
機関として関係各所からの依頼に対応
●訪日外国人患者の受入
通訳体制や院内環境を整備するとともに文化・宗教・風習へも配慮し
た診療を実施

済生会小樽病院

整形外科を中心とした手術や救急医療など、医療資源を多く要する
専門的な医療を提供するとともに、高齢者をはじめとした救急搬送患者
の受け入れを行い、必要に応じて専門病院や施設と連携しながら、入
院早期からのリハビリテーションや退院調整などの支援を行う。

医療機関名 今後担うべき役割

朝里中央病院
近隣の高度医療機関と連携しつつ、比較的症状が軽い患者への入
院対応や下り搬送から在宅復帰に向けた支援、回復期、長期療養、終
末期、かかりつけ医機能を持ち合わせた幅広い対応を担う

野口病院
内科・消化器内科を標榜し、主に慢性疾患の高齢者を対象とした入
院医療を担う。訪問診療、訪問看護等、在宅サービスの充実を焦点に
施設サービスとの連携で切れ目のないケアを目標としている。

南小樽病院
高齢者の急性増悪疾患（脱水、肺炎など）の治療や在宅復帰機能、リ
ハビリテーションの強化入院やレスパイト入院機能。長期療養に限ら
ず、地域で必要な医療を提供する施設。

札樽病院

急性期経過後のリハビリテーションを行うと共に、地域の中核病院とし
て、内科、外科、整形、脳神経内科等の2次救急を担っている。更に、
訪問リハ、通所リハ、訪問看護、居宅介護支援事業を併設し在宅事業
も実施している。また、小児デイサービスも銭函に1箇所、札幌に２箇所
を運営している。

三ツ山病院
慢性期の入院医療、内科外来、維持透析、主に近隣介護施設に向
けた訪問診療

小樽掖済会病院

当院では2007年に後志管内で一早く消化器病センターを開設、道内
屈指の設備と専門の医療チームが夜間の緊急内視鏡にも対応できる
よう24時間体制をとるなど、年間内視鏡件数や外科の消化器疾患手術
件数も管内トップクラスの実績です。実績からもわかるように、小樽・後
志地域には欠かせない消化器疾患治療に特化した専門的な医療機関
として、また後志管内では一番最初に紹介受診重点医療機関となるな
ど、今後も地域医療を担っていく責任があると考えております。

小樽中央病院
急性期の患者（特に脳神経外科領域）と回復期リハビリテーション病
棟での治療を担っており、今後も継続して行っていく予定です。
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ながいよしえ
倶知安クリニック

　地域医療、周産期医療

小嶋内科
高度専門医療を受けた後、すぐに在宅復帰が困難な患者の一時療
養

小林整形外科医院
整形外科領域における慢性疾患の治療、急性外傷の初期治療およ
び専門医との連携治療・術後リハビリテーション

当診療所は地域包括ケアを担う町内唯一の医療機関（有床診療所・
一般）であり、強化型在宅療養支援診療所として24時間体制の訪問診
療・在宅施設看取りに対応しています。同時に救急医療告示機関でも
あり、寿都町・島牧村の時間外救急をすべて受け入れています。今後
も急性期（とくに高齢者救急）から看取りまで、高次医療機関と連携しな
がら外来・在宅・入院の機能をワンストップで担うとともに、将来の人口
減少も見据え近隣自治体との広域連携に取り組んでまいります。

寿都町立寿都診療所

医療機関名 今後担うべき役割

岩宇地域唯一の有床医療機関で、24時間の救急医療と急性期から
慢性期まで患者受け入れはもちろん、在宅医療としての訪問看護、訪
問リハビリテーションは地位の高齢化に対して今後もニーズが高まるた
め、引き続き維持していく。

北海道社会事業協会
岩内病院

365日24時間の救急医療対応、断らない医療の実践、回復リハビリ機
能の強化を図り、医師会と連携して地域完結型医療の一翼を担う。

北海道社会事業協会
余市病院

医療法人うのクリニック
透析医療を担う医療機関として、地域の患者に適切でかつ安定した医
療を提供してきたい。

大橋内科胃腸科クリニック 　2026年は休棟予定

内科・消化器内科を標榜し、主に慢性疾患の高齢者を対象とした入
院医療を担う。訪問診療、訪問看護等、在宅サービスの充実を焦点に
施設サービスとの連携で切れ目のないケアを目標としている。

おたるレディース
クリニック

　近隣の医療機関との連携仲眼科

森内科胃腸科医院
地域のかかりつけ病院として、通常診療と往診など引き続き行ってい
く。また、当院で治療困難事例は近隣の病院に紹介し、地域住民の健
康を守っていくこととする。

太田整形外科医院

現在の当院の役割は上記３の記述の中の上から２番目（＝近隣の高
度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、救急患者の初期対応
や比較的症状が軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担う）と
３番目（＝近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、
急性期経過後の在宅復帰に向けた医療の提供やリハビリテーションを
行う。）ですが、当院に勤務する医師の加齢と共に、３番から４番目（＝
長期にわたり療養が必要な患者に対する入院医療を担う）へとシフトし
て行く予定です。

脳神経外科おたる
港南クリニック

　発症後の早期リハビリテーション、その後の在宅医療

近隣の高度･専門医療を提供する医療機関と連携し、救急患者の初
期対応、比較的症状の軽い患者の受入れ、急性期治療後の在宅復帰
に向けた医療･リハビリを提供すると同時に、かかりつけ医としての在宅
医療の提供等幅広く対応できると考えています。

島田脳神経外科

松島内科
高齢に対しての医療の提供やグループホームなどの施設に対する医
療管理など
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